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世界初の 四次元衝撃振動装置と国内最大級の 遠心振動載荷実験装置を導入
一

愛川衝撃振動研究所が完成一

　西松建設 で は，神奈 川 県愛甲郡愛川 町 に愛川衝撃振動

研究所 （写真
一 1）を完成 させ ，平成 10年 1 月 22 日 に

竣工 の 神事 を行 い ま した。

　新 しい 研究所 に は ， 振動台 に 衝撃振動装置を組 み込 ん

だ 世界初の 「四 次元 衝撃大型振動台」 （写真
一 2）と業

界
一

の 規模 を誇る 「遠心 振動載荷実験装置」 （写真
一 3）

な ど最新鋭 の 設備 を 導入 して お りま す。こ の 愛 川 衝撃振

動研 究 所 は ，3 年 前 の 兵 庫県南部 地 震 （阪神大震災） で

衝撃を伴 っ た 強 い 直下型の 地震動 に よ り甚大 な被害が発

生 した こ と を教 訓 に，衝撃 と振動 の 研究 と解明に取 り組

む 必 要性 を 痛感 して ，1996年 10月17 日 に 着工 して 建設

を進 め て お り ま した 。 研 究 施 設 は ，研究棟 が S 造地下

2 階建て 延 べ 2402m2 ，実験棟 が S 造地 下 2 階 ， 地 上 1

階建 て延べ 1790m2 で ， 基礎 に 浮 き基礎を採用 し，空

気 ば ね 209個，水平16本，垂直20本の オ イ ル ダ ン パ ーを

用 い て 防振構造 と して お り ます。

　世 界 で も こ れ ま で に 例 を 見な い 機能 を有す る 四 次 元衝

撃 振 動台 は，振動 テ
ー

ブル が業界
一

の 規模 となる5．5x
5．5m の大 き さで ，通常の 地震波加振 に 加 え て，振動 テ

ー
ブル 中央部 に設置 した衝撃振動装置 に よ り試験体 に 下

方か ら衝撃力 を付 加 で きる特長 を 有 して お りま す。こ こ

で 四 次 元 とは，2 方向の 水平 の揺れ と上 下方向の 揺 れ に

加 え て ，時間軸 を加味 した もの と して

定義 して お ります 。 装置 の 仕様 は ll− −
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 fi 緲

1に示す とお りで，搭載重量 は 最大 轟

65 トン ，定格30 トン の 規模 を 誇 り デ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 toe

ジ タ ル
・
ア ナ ロ グ併用 の ハ イ ブ リ ッ ト ー

制御方式の 採用 に よ り，従来の ア ナ ロ

グ制御で は 実現 困 難だ っ た，よ り高精

度な加速度波形 の 再現 を図 る こ とが 可

能で す 。 こ こ で の 研究テーマ は，衝撃

力を伴 っ た 地震動 に も耐 え られ る構造

物の 開発，免震
・
制震構法研究開発の

グ レ
ー

ドア ッ プ等を計画 して お ります。

写真
一1　 愛川衝撃振 動研究 所の 外観

　
一

方，遠心 振動載荷実験装置は表
一 2 に示 す よ うに有

効半径3．8m で 国内最大級の 規模 を誇り，1．3 トン の 試

験体を搭載 し最大遠心 加 速度150G で 施工 過程 を考慮 し

た シ
ー

ル ド挙動 な ど に 関す る 実験 を行 う こ とが 可能 で あ

ります。また ，回転腕 に搭載 した 振動装置 に より，回 転

中に 模型 地 盤 に 高精度 の 地震動を再現 さ せ る こ とが で き

ま す 。 振動装置は，500 の 遠 心 力 場 の も とで 最大40G

の 水平加速度 を発生 さ せ，兵庫県南部地 震 ク ラス （プ ロ

トタ イ プ換算 で 800gal 相 当 ） の 強地 震 を 再現す る こ と

が 可 能 で あ ります 。

　今後 は ， 会員諸氏 の 方 々 の 幅広 い 御指導 ， 御協力の も

と に，耐震研究な ど技術 レベ ル 向上 の
一

助 となれる よ う

活動して い きた い と考 えて お りま す。

文責 ： 栗原 和 夫 　西 松 建 設 技術研究所
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写 真一2　 四 次元 大 型 衝 撃振動 台

表
一 1　 衝撃振動 装置 の 主な 仕様諸 元

項　 　 目 仕　　　　 様

衝 撃 振 動 装 置 油圧式，全 ス トロ
ー

ク　1470mm

飛 翔 体 速 度 最小 　0，1m ／s
〜，最大　 10m ！s

衝
撃
振

動
装
置

飛 翔 体 重 量 約44kN （4．5tf）

供 試 体 ロ ッ ク ／
ア ソ ロ ヅ ク 時 間

約10sec．以下

振 動 テ
ー

ブ ル 5．5mx5 ．5m

搭 　 載　 重 　 量 最 大6，4MN （65　tf），定格2，9　MN （30　tf）

衝
撃

振
動

台
最 大 加 速 度 X ，Y ，Z 軸 　各 ± 2．OG

最　 大 　 変　 位 X ： ± 20cm ，　 r ； ± 50　cm ，　Z ：± 20　cm
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写真
一3　 遠心 振動載荷実験装置

表一2　遠心振動 載荷実験装 置 の 主な 仕様

項 　　 目 仕　 　 　 　 様

有 効 回 転 半 径 3．80m

最 大 遠 心 加 速 度 150G
遠
心

載

荷
装
置

最 大 回 転 数 1881．P，m

最 大 搭 載 容 量 20MN ・m ／s巳 （20Dt ・9）

載 荷 ス ペ ー
ス 幅 1250mmx 奥行き1250mmx 高さ1250mm

型　　　　　 式 電気油圧 サ ーボ 式

定　 格　 質　 量 4．9kN （500   ）

最 大 振 動 加 速 度 40G
付

帯
振
動
装
置

最 大 振 動 容 量 3．1MN （32000 　kgf）

最 大 水 平 変 位 量 5mm

振 動 周 波 数 10Hz 〜300　Hz

振 動テ
ー

ブル 寸 法 幅1000mmx 奥行 き700mm

　 土 と基礎，46−6 （485）
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